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平成２８年度一般会計決算
及び全特別会計決算を認定

市議会は、決算議案審査で前年度の予算執行
状況やその効果の評価を行い、翌年度以降の健
全な行財政運営に資する審査を行っています。

平成２８年度の一般会計及び７特別会計の決算
議案の審査は、決算特別委員会（皆川りうこ委
員長、丸山哲平副委員長。議長と議員選出監査
委員を除く２２名で構成）を設置し、９月２２日と
２５日、２６日の３日間審査を行いました。

平成２８年度決算は、一般会計では実質収支額
８億５，７４９万円の黒字で、前年度実質収支額を
差引いた単年度収支額は９億１，６１５万１千円の
赤字。７特別会計を合わせた全会計総計の実質
収支額は１２億３，０７３万４千円の黒字、単年度収
支は３億５，８１２万円の赤字となりました。

委員会では、最初に一般会計の『決算の概要』
『歳入』『人件費』『歳出』の質疑を行い、その
後に各特別会計の質疑を行いました。
『決算の概要』の主な質疑は「市は収支均衡

型予算を目指してきたが、一般会計の単年度収
支が昨年の黒字から赤字に転じている。また財
政の弾力性を示す経常収支比率は昨年度より２
ポイント悪化しているが、この状況をどう受け
止めているか」との質疑があり、「単年度収支
は前年の平成２７年度では歳入が大きかったのに
対し、平成２８年度では税連動交付金等歳入が減
ってしまったことが主要因である。経常収支比
率は都内各自治体が一律で悪化している状況に
あるので、今後社会情勢を含め注視しつつ、対
応していきたい」との答弁がありました。さら
に「実質収支比率が３．６％となり、適正とされ
る数値に入ったことは、収支均衡予算を目指し
てきた証左であると評価する」「市の財政状況

平成２８年度決算全会計を認定
平成２９年第３回定例会は、９月１日から９月２９日までの２９日
間の会期で開催し、市長提出議案２7件を議決しました。なお、陳情
５件はすべて継続審査となりました。（結果は８頁に掲載）
一般質問では、２３名の議員が５日間にわたり、市長等と議論を
交わしました。（２～６頁に掲載）
最終日２９日の本会議では、各会派から一般会計歳入歳出決算議
案に対する賛成・反対の討論が行われました。（７～８頁に掲載）

平成28年市農業祭「棒打ち」の様子　都立武蔵国分寺公園（泉町2―1）

上級救命講習を受講しました

（受講する議員の様子　8月7日ほか）

競争入札導入の検討を」「小・中学校の学校事
務共同実施による共同事務室設置にあたって
は、今後の教室の余裕状況を勘案して検討を慎
重に」「学校の教室、廊下等にＬＥＤの積極的
導入を」「今般の中学校給食を取り巻く報道が
あるが、当市としてはしっかり業者のチェック
等を願う」「今後公民館は市長部局と役割を確
認し、社会教育に特化した展開を検討しては」

「子どもの読書活動に資するよう図書館と学校
で連携・協力を」等の質疑がありました。

また「都立武蔵国分寺公園隣接の市立保育園
ポッポのもり跡地をプレイステーションとして
活用できないか」問われ、「当該地活用は東京
都との調整やインフラ再整備などが必要となる
提案のため、今後多角的視点から検討が必要と
なる」との答弁があり、「一定研究し、議会へ
の報告を望む」との質疑がありました。
委員会では、以上の質疑の後に採決を行った

結果、一般会計決算は賛成多数で「認定」と決
しました。特別会計決算は国分寺都市計画事業
国分寺駅北口地区第一種市街地再開発事業特別
会計、介護保険特別会計の２特別会計決算は賛
成多数で、その他５特別会計決算は全員賛成で
すべて「認定」と決しました。
本会議では、一般会計決算に対して反対・賛

成の討論が行われ、一般会計及び特別会計とも
委員会と同様の結果となりました。

平成２９年度一般会計補正予算（第２号）
を賛成多数で可決

本補正予算の内容は、歳入歳出予算の総額
４９８億３，２９３万５千円に歳入歳出それぞれ５億
２，８４１万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額
を５０３億６，１３５万１千円とするとともに、債務負

公表に当たってはよりわかりやすいものとなる
よう工夫すべき」等の質疑がありました。
『歳入』の主な質疑は「市税の収入未済額が

前年度と比較して減少している。現年度分の未
済を増やさない早期対応によるものと評価す
る」「たばこ税の見積りに当たっては、今後の
喫煙に関する厳しい規制等を踏まえた対応を行
うべき」等の質疑がありました。
『人件費』の主な質疑は「人件費の総額が前

年度よりも下がっており、市の努力と評価する。
今後も給与全体は高い水準にあることを認識し
慎重に対応せよ」「専門職の嘱託職員欠員状態
解消に向けた対策を」等の質疑がありました。
『歳出』の主な質疑は「声の広報利用者拡大

に関し努力された取り組みを評価する」「まち
の魅力発信事業は国の交付金が削減されても継
続して実施を」「まち・ひと・しごと創生総合
戦略の進捗状況を把握し、子育て世代の包括支
援センター整備に向けた検討を促進せよ」「平
和祈念事業におけるピースメッセンジャーがさ
らに活躍できる場と報告書の活用を拡充すべ
き」「老朽化した自治会・町内会の掲示板の維
持・修繕を」「防犯に対する意識啓発の実施は
自治会・町内会の協力を得て」「こどもの発達
センターつくしんぼは狭隘により待機状況にあ
る。民間誘致等対応を促進すべき」「国保特別
会計の赤字解消を踏まえ国保税改定の検討を」

「子ども家庭支援ショートステイ事業のＰＲと
手続き簡略化を」「国分寺駅北口再開発ビルオ
ープンに向けて商業振興の強化と装飾街路灯の
ＬＥＤ化への誘導支援を」「交通安全推進に関
わる立て看板設置においては交通事故抑制に有
効な取り組みを」「国分寺駅周辺の臨時駐輪場
は廃止ありきではなく、ニーズを把握したうえ
で対応すべき」「修学旅行等の業者選定に一般

市の収入、支出の結果である決算議案
について、毎年９月に行われる第３回定
例会において、前年度分の決算が適法か
つ正当であったのかを確認し、その適正
性の認定を行うために市議会に設置され
る委員会です。
この委員会は、全議員（議長、議員選

出の監査委員を除く２２名）で構成してお
り、市から説明を受け、決算書を1頁ずつ
確認し、その適正性の審査を行います。
また、国分寺市議会としての最終意思
決定を行う本会議では決算議案の表決に
あたり、討論（反対・賛成に関する意見
表明を行うこと）を行っています。
決算議案に対する討論は、会派（議会
内に結成された議員の同志的集合体）ご
とに決算特別委員会で確認した内容の評
価を表しつつ、賛否の判断に至る考えを
表明しています。
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